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1. 商学部のインターンシップと Project 10




シップに参加した学生が, インターンシップの ｢正の側面｣ のみならず ｢負の側面｣ にも焦点を
当てた研究を行うことができるのは, 現代 GPという大学の活動ならではあろう｡
明治大学商学部は, インターンシップをカリキュラムの一つの柱として位置づけており, 本学




ティバル (千代田区主催) の 11大学対抗イベント ｢お江戸～ん 2｣ (日比谷公会堂) の企画に参
加している｡ これはまさしく, 当該現代 GPプログラムの基本コンセプトである ｢大学の教育力
を地域に生かすとともに, 地域の教育力を大学に生かす｣ ことそのものである｡
一方, 研究の面でも, 科研費研究としては珍しい, インターンシップに焦点を当てた研究 (ジョ
ブ・インターンシップと人材情報システム) に商学部教員が参加し, 学会発表や研究会を通して
積極的な研究活動を展開してきた｡ 商学部の学生も, この研究活動に参加し, 商学部教員との共
同研究を学会の全国大会や研究部会で発表している｡
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｢場｣ を提供し, その後の大学での学習や研究に生かしていくことをねらいとしている｡ とりわ
け, インターンシップから得た経験を, その後の ｢研究｣ という面での動機づけに結びつけ, 学
生による研究活動の活性化を図っている点は, 当該現代 GPの Project 10における大きな特徴
である｡ さらに, 商学部の教員や大学院生とともに ｢ジョブ・インターンシップと人材情報シス
テム｣ に関する共同研究を展開している｡ こうした Project 10の活動と共同研究の成果を, 学
会研究部会での発表や論文として公表し (表 1を参照), 高い評価を得ている｡
2. 当該現代 GPにおける Project 10の活動
Project 10 (インターンシップ研究) の活動は, 大きく 3つに大別される｡
その一つは, 従来あまり理論的研究が行われてこなかったインターンシップに関して, 学生自
身がインターンシップの体験をふまえて教員や大学院生との共同研究を行っていくというもので
あり, これが Project 10の最大の特徴である｡ そのために, Project 10では学生の研究活動に
対する支援を行っており, その研究成果は, 表 1のように, 学会やシンポジウムにて公表されて
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表 1 Project 10の 2007年度活動実績
日 時／場 所 内 容




日本経営システム学会 ｢インターンシップおよび大学教育改革 GP成果｣ 研究部











商学部授業科目 ｢ジョブ・インターンシップ｣ 成果報告会 (表 2参照)
2007年 9月 29日
アカデミーコモン 2 F
商学部インターンシップ受入先機関との ｢意見交換会｣ (表 3参照)
2007年 12月 1日
1096教室
商学部ジョブ・インターンシップ ｢2007年度マナー講座 3｣ を開催
2007年 12月 1日
1096教室
商学部 2008年度授業科目 ｢ジョブ・インターンシップ｣ 説明会
2008年 1月 12日
1107, 1108教室
商学部 2008年度授業科目 ｢ジョブ・インターンシップ｣ 履修予定学生への面接
諮問
2006年 3月 明大商学論叢第 90巻現代 GP特別号に, 商学部 4年 福山貴の論文 ｢日本と韓国
における低賃金アルバイト的インターンシップの要因フレームワーク｣ (商学研









以上のように, Project 10の活動は当該現代 GPにとって, また商学部の教育・研究にとって,
大きな役割を担っており, 今後も積極的な活動を展開していく予定である｡
3. Project 10の 2007年度活動実績 (および予定)
2007年度も Project 10では, 学部生・大学院生・教員が一体となって積極的な ECM活動を
展開してきた｡ Project 10の 2007年度活動実績は, 表 1の通りであり, 研究・教育の両面から
積極的な活動を展開してきたことがわかる｡
とりわけ, 2007年 9月 29日に開催された ｢ジョブ・インターンシップ成果報告会｣ (表 2を
参照) と同日に行われた商学部インターンシップ受入先機関との ｢意見交換会｣ (表 3を参照)
では, 当該授業履修者全員が受入先企業関係者や商学部教員に対して成果報告のプレゼンテーショ
ンを行い, 活発な討議と意見交換を行っている｡ この報告会においても, インターンシップを通
した学生の主体的な学習・研究とそれによる成長の様子が明確に表れており, 出席者から高い評
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表 2 2007年度商学部 ｢ジョブ・インターンシップ｣ 成果報告会
教室 氏 名 実 習 先 教室 氏 名 実 習 先
1073
青 松 美 佳 橋本産業株式会社
1074
鈴 木 香 株式会社イクスピアリ
中 村 茂 博 株式会社イクスピアリ 金 森 裕 子 株式会社西武百貨店
内 田 みさを 三井不動産販売株式会社 加 藤 沙織里 富士フイルム株式会社
松 本 晃 和 ヴィジョネア株式会社 日 高 百 合 トランスコスモス株式会社
水 野 力 ポラス株式会社 諏訪部 慎太郎 ヴィジョネア株式会社
永 堀 美 穂 株式会社浦安ブライトンホテル 仲 野 有加里 ポラス株式会社
淺 沼 巴 トップツアー株式会社 渡 邉 辰 也 三浦市役所
石 黒 美 帆 八潮市役所 鈴 木 惠 フジテレビラボ LLC合同会社
田部井 綾 子 株式会社ニチレイ 花 岡 寿 株式会社ダイニチ
小 野 奈緒美 浦安市役所 木 寺 麻 季 和泉市役所
藏 重 友 恵 ドゥーマンズ株式会社 清 水 翔 太 株式会社メニコン
大 塚 晴 香 船井総研ロジ株式会社 西 脇 愛 美 浦安市役所
山 田 邦 樹 船井総研ロジ株式会社
発表者：商学部 3年 25名 2007年 9月 29日 13：30～17：00
価を得ている｡
一方, 前述のように, 学生自身が教員・大学院生とのコラボレーションにより ｢インターンシッ
プ研究｣ を展開しているところが Project 10の大きな特徴であり, 学内での成果報告会のみな
らず, 表 1のように学会の研究部会および明大商学論叢 2007年度現代 GP特別号において, そ
の成果を公表している｡
こうした成果は, 学部生の水準を超えるものであり, 学内外から高く評価されている｡ 2008
年度も, Project 10では当該現代 GPの活動のさらなる活性化に貢献すべく, これらの活動と研
究を発展させていく予定である｡
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表 3 2007年度商学部 ｢ジョブ・インターンシップ｣ 受入機関との意見交換会出席者
2007年 9月 29日 17：30～19：30 於) 駿河台校舎アカデミーコモン 2階 A 2・A 3会議室





5 フジテレビラボ LLC合同会社 1
合計 8名
